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13 エジプトの政治経済改革
権威主義的な政治体制，市場化が進む経済。
変革期を迎えるエジプトの政治・経済・社会
政策を多角的に分析し，現状と課題，そして
将来の展望を試みる。山田俊一編 2008 年　305p.　3990 円

12
ミャンマー経済の実像
なぜ軍政は生き残れたのか

2007 年夏，ミャンマーでは大規模な反政府
デモが発生した。軍政の統治 20 年を目前に
起きた反政府運動の要因は何か。ミャンマー
経済の実像から迫る。工藤年博編 2008 年　232p.　3045 円

11
アフガニスタンと周辺国
６年間の経験と復興への展望

今ふたたび注目を集めているアフガン情勢。
流動化するパキスタン･アフガニスタン関
係には特に２章を割き，対外関係を中心に
2007 年７月までの最新情報をまとめた。鈴木　均編 2008 年　223p.　2940 円

10 中国西南地域の開発戦略
西部大開発が実施されてはや８年。現在の
西部地域はどのような変貌を遂げたのだろう
か？　西南地域に焦点を絞り，ミクロとマク
ロの観点から開発戦略の是非を問う。岡本信広編 2008 年　231p.　3045 円

9
流域ガバナンス
中国・日本の課題と国際協力の展望

「流域ガバナンス」という新たな視点から，
水問題をめぐる中国と日本における制度改革
の現状と課題についてケーススタディを通し
て検討を行い，今後の国際協力を展望する。大塚健司編 2008 年　295p.　3780 円

8
東アジア物流新時代
グローバル化への対応と課題

グローバル化は国際分業を進め，物流を活発
化させた。アジアでは港湾，空港などの物流
インフラの整備が進む。アジアにおける国際
物流の状況を項目別，各国別分析で検討する。池上寛・大西康雄編 2007 年　224p.　2940 円

7
FTAの政治経済学
アジア・ラテンアメリカ 7カ国の FTA交渉

FTA交渉を事例に，アジア・ラテンアメリ
カ 7カ国の経済，産業面における変革と政治
アクターの対応を分析して，各国の制度的枠
組や政策決定過程の特徴を浮き彫りにする。東　茂樹編 2007 年　258p.　3465 円

6
巨大化する中国経済と世界 中国経済の急成長はなぜ実現されたか，ま

た世界経済にどのような影響を与えつつある
か，そして世界経済との相互依存が深まるな
かで国内生産と供給にどのような変化を生み
出したか，を分析する。小島麗逸・堀井伸浩編 2007 年　306p.　3990 円

5 人間開発の政治経済学 国連開発計画の『人間開発報告書』が提起し
た「人間開発」の思想が開発協力・開発研究
に与える知的インパクトを素材に開発理論の
未来を考察する。野上裕生著 2007 年　141p.　1785 円

4 東アジア FTAと日中貿易 現状の日中貿易構造の特質と自由化に向けた
問題点を浮き彫りにし，東アジア FTA構想
における日中経済の役割を展望するうえでの
重要な素材となることを期待。玉村千治編 2007 年　259p.　3360 円

3
一村一品運動と開発途上国
日本の地域振興はどう伝えられたか

大分県の一村一品運動が開発途上国の注目を
集めている。現地調査をふまえ，一村一品運
動の何がどう開発途上国へ伝えられたかを探
りながら，地域振興のあり方を検討する。松井和久・山神進編 2006 年　266p.　3570 円




